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船舶の船体動揺や海面の波動はプロペラ周辺の気泡吸い込み ( Propeller ventilation )、キャビテーシ
ョン (Cavitation ) やプロペラの一部あるいは全部を波面より露出させプロペラ空転を引き起すプロ












など、トルクの応答はガソリン機関でも数百 ms を要し高速で高精度な制御が難しいと言える。 
一方、ディーゼルエレクトリック船 ( Diesel-electric transmission ship ) や小型船舶で普及し始めてい
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プロペラ周囲の平均相対輝度が気泡発生量 (ボイド率) と線形であると仮定すると、トルク一定制御
方式ではプロペラ特性式より実験で得られた回転速度と平均相対輝度の相関を良く説明でき、プロペ
ラ特性式よりスラストとスラスト係数の相関を良く整理できる。実験から得られたスラスト係数は、
平均相対輝度が増すと減少する。すなわち気泡の発生により回転速度は上昇するがスラストは減少す
ることを示した。また回転速度一定制御方式においても、プロペラ特性式より実験で得られたモータ
ドライブからの計測値と平均相対輝度の相関を良く説明でき、プロペラ特性式よりスラストとスラス
ト係数とトルクの相関を良く整理できる。また、プロペラ周囲気泡によりスラストは、スラスト係数
とトルクの乗算に比例して変動することを示した。さらに、回転速度一定制御方式とトルク一定制御
方式において、プロペラ周囲気泡によるモータ出力変動とスラスト変動の挙動の違いを、モータドラ
イブから得たモニター信号と理論式を用い検証し次の結果を得た。ⅰ) 回転速度一定制御方式では。
気泡の発生に従いモータ出力は、平均相対輝度に比例して出力減に変動する。トルク一定制御方式で
は、平均相対輝度の平方根に反比例して出力増に変動する。同じ出力の運転において、モータ出力変
動量は、気泡が一定範囲内において、平均相対輝度の平方根に反比例するトルク一定制御の方が少な
い。ⅱ) スラスト変動において、回転速度一定制御方式では、スラスト係数とトルクの乗算に比例し、
トルク一定制御方式は、スラスト係数に比例する。同じ平均相対輝度によるスラストへの影響は、ト
ルクの減少を伴う回転速度一定制御方式の方が大きい。すなわちトルク一定制御方式のほうがプロペ
ラ周囲気泡によるモータ出力変動、スラスト変動に対しロバストである。以上これらのことをモータ
ドライブからのモニター信号とプロペラ理論式から説明できることを示した。すなわち、モータドラ
イブのモニター信号は、その制御方式によらずモータ出力変動及びスラスト変動を制御するために用
いるセンシング信号として期待できる。 
